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最近、室町期に成立した歌書の注釈や、古今伝授の研究が盛んなるに
つれて、室町期の和歌そのものにも研究の照明があてられるようになって来たので ここに四つの室町期和歌資料の翻刻乃至は紹介を試みた。室町期の和歌資料は移しく写本 まま放置されているので、機会あるごとに少しず でも翻刻や紹介を行うことが研究の進展にとっ 必要と思うからである。なお翻刻の三点については、初めに書誌的解題を記し次に翻刻本文を置き、その後に簡単な解説を加えることとした。
書名を〔〕に入れた理由は、本文にその称呼がなく、解題に記す考
証の結果知られた、筆者が仮に付した名称だからである。内容から「金剛経経旨和歌」と称してもよいが、それ は普通名詞めく で、私に付するものならば内容を明示 た方がよいと思った である。
さて、この作品の所在は、「詩歌晴御会」と題する写本に存するもので 室町期和歌資料の翻刻と解説一〔堯尋三十三回忌追善和歌〕
ｌ〔堯尋三十三回忌追善和歌〕・日吉社壇詠二十一首和歌・和歌秘伝書・古今和歌東家極秘Ｉ
ある。この書は、高松宮本・書陵部二本が知られている。三本とも、仮名の字体は若干異るが、漢字 仮名の別、字配り、丁数など完全に一致する同系本である。高松宮本は写真版による披見だが 縦二八糎、横二一糎ほど 袋綴本。表紙左方に「詩歌晴御会啼雑十九十二九」と直書。写は江戸中期頃のようである。初め九丁は応永十九年十二月十九日の仙洞詩歌御会（詩・歌会それぞれ序と詩・歌、後に御遊の楽器 担当者名と曲名を記したものを付す）、次の九丁は観応元年四月下旬披講の玄恵法印追善詩歌（兼好の二首を含む著名なも ）で いずれも周知のも である。その後に二丁ほどの経旨和歌があって、以下翻刻するものである。
書陵部（一二○・七一五）本は、縦二七・八、横二○・二糎の楮紙袋
綴一冊本、桜町天皇衰筆。表紙（薄標色表紙、波の文様がある）左に題簑、「詩歌晴御会榧詠群九」。内容・丁数などは 本と同。書陵部（一二○・七五三本は、縦二六・八、横二○・○糎の楮紙袋綴一冊本 無地の薄茶表紙には外題なく、扉左に「詩歌晴御会掘垂狩九」とある。江戸中期
井上宗雄
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写。内容・丁数など高松宮本と同。
高松宮本を底本として翻刻したが、三本、字配り等全く同。一面八行、一首一行書き。翻刻に当っては、初めの丁を一、次の丁を二として表示
するが、二丁表裏には、題とした経文を小字で書込んだ所がある。
○
○
詠法会因由分和歌関白持道
二行七字
花にめて紅葉にうつる時の間もさめぬ夢とはなにかわくへき
秋懐旧
いまさらにあとをそおもふ敷嶋の道はむかしにあり明の月
培作如前善現起請分権大納言通淳
立まよふ心のちりをすましてそ御法の水 そこをくむへきことの葉をむかしの跡 かきつめてさそな露けき秋の木の本
大乗正宗分右大将実熈」一オ
しなノ、に心ある身はまよぶともつゐにやおなし道にかへらんめくりあふ昔の跡にかへりてそさらに跡 ふ露のこと 葉
妙行無住分従二位資広
来
なへて世の色にも音にもを っからそまい心やまことなる覧
如理実見分権大納言教房
世中のたくひなりけりさくら花色も匂ひもありてなけれは秋の雨ふりにし人のことの葉そ猶木の と 形見なりける
正信希有分従二位季保」一ウ如筏喰者
をのっから法の筏 なみを分て岸によるへの道やたのまん
無得無説分従三位行豊不可取不可説
手にとりも露そみたる蛍糸す易きなにとりとかん法のことの葉
依法出生分沙弥常秀
心そと思ふこ興るのなき時や御法の外の法の道なる
一相無相分沙弥常闇
は
わたつ海のそこをさとれる心にやみるめにそれとわく事も し秋草の庭のをしへのことの葉にむかしを忍ふ露やちるらん」ニオ
荘厳祷生分沙弥仙空応無所注而生其心
露のをく所ノ＼にと湯まらてさすか吹こせ野への夕風
散位和気茂成
塞識癖索準露謝多不
かきりなきまさこの数にたくへても猶あまりある法 ことのは
尊重正教分左少将季春
ひろひをく法のこと葉の玉しあれはこシもへたてぬ光な らしいまも名は菊の白露しらぬ世に消にし跡のあはれをそと
如法受持分民部少輔顕経」ニウ
＊密陵部二一○・七一五本「香」○
○
さて、この二丁の経旨和歌は、明らかに後（前については不明） 欠
けている零本なので、今まで内容不明の本として看過されて来たが、室町中期の経旨和歌、某の追善和歌であることが、一見して想察される。短いものではあ が、一応注目して然るべきであろう。
追善歌の場合、法華品経和歌を詠む場合が多いが、金剛経々旨和歌も
220
少しはある（続群書類従巻四百三所収、文和四年「経旨和歌」）。経旨和歌と故人追悼の懐旧歌と、合せて二首を詠ずるのが普通の形である この経旨和歌 一首のみの人がいるが、それは、こ 書の親本に脱落していたか、或はどこかの段階で抄写されて今見えないのであろう。
この作者の官位表記を見ると、「関白持道」とあるのはしばらく措い
て、権大納言通淳 文安二年十月二十五日辞任、右大将実熈は文安三年正月二十九日任内大臣（右大将は兼ねたままだが、任大臣以後なら大臣の官記載に依るであろう）、従二位資広は二年正月五日叙正 位、権大納言教房は元年二月六日任、従二位季保は二年十月二十五日 権 納言という具合で、この追善歌は文安元年 月六日以後、 年正月五日以前、そして「秋懐旧」歌と初めに る ら 文安元年秋 催行とみてよいのではあるまいか。そこで関白持道とい のは持基の誤記とすべきであアブ。
さて、草根集巻六（私家集大成５、正徹Ⅳ、五三七七、八番）に次の
歌がある。
文安元年の秋、常光院堯孝、父の堯阿舟三回忌の追善とてす蚤められしに
金剛経不受不負の心を
庵むすふ山の下樋もかけつかすをのれと水の行にまかせて
秋懐旧
わか年の三十三とせ 秋の夢後とふ もあへるあはれさ
この金剛経々旨追善和歌は、文安元年秋のことといい、草根集の
詠と条件が合致することといい、堯尋（阿）三十三回忌に当って、子息の堯孝が勧進したものの零本ではあるまいか。
そう考えて見ると、巻初二人の、そして常閻の懐旧歌など、故歌人へ
の懐いをのべているものであり、まずは堯尋追善和歌と推定してよいのではなかろうか。完本の出現を期待したい。（なお金剛経について山田昭全氏から多大の御教示をえた）
国文学研究資料館蔵（的・加、貴重本）。新しい桐の箱に収められる一
軸本。箱書「日吉社奉納和歌牢癖壗癖自華原本」。表紙は 紺色の布地に白く大柄な花模様などを織出し、外題はない。見返 は金 切箔を散らした美麗なもの。楮紙四枚つぎ（初め二枚は各五○糎ほど、順次 四五、三五糎ほどの長さ 末尾に極札が貼付されている 翻刻本文参照）。文明頃の写で、宗伊 筆跡に似るが、自筆とは断定はできな 。「月契秋」の一首が小字 書入れ。これも本文同筆のようだ。仮に宗伊自筆 としたら書上げた後に脱落に気がついて書入れたのであろうか。一首二行書き。翻刻に当っては、改行の部分を一宇あきとした。
○
○
陪日吉社壇詠二十一首
和寄
沙弥宗伊
湖上霞 二日吉社壇詠二十一首和歌
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朝かすみさ蛍浪かけて出る日のにほてる奥にむかふ春哉
残雪
いまもちる峯のあは雪うちかすみ矢田の枯野に春風そ吹
梅薫枕
夢の中にたをるとみえてさめ行や梅か香かよふ春のたまくら
花交松
散うせぬ松 は山のさくら花こ易ろありて 枝 はすらむ」
（下句、紙のつぎ目の上に）
苗代
たれひたす水もゆたかに作る田 民の心にまかせてそみる
山郭公
おほえ山かたふく月にほとシきすなきていく野の末そ夜深き
夏草
このねぬる夜のまの露に開にけりおくるあしたのとこ夏の花
水辺蛍
かけくらきおく山水に岩なみのよるはくたけてちるほた 哉
折萩
おるはかり露のをかすは手もふれて るへき物を秋萩のはな
野虫
きけはなを声もをしまいをち方 野への松はらむしそ鳴なる
鹿声遙
浦ったひ妻やこふらむ秋の鹿あはちの波にこゑ 消ゆく」
月契秋めくりあはい月はなけれと の夜のなかきをちきり影そさやけ （末行「紅葉深」の上にかかる）
紅葉深
秋にうつる人の心のふり出てしくれや初し山のくれなゐ
冬夕嵐
雪ふりてこの夜や明んゆふ時雨をくるあらしの空のさむけき
千鳥
君か代を八千世ませとや友千とりおなし事なく声きこゅらん
炭竃
風のをとの木をきりつくすおく山に煙も寒き峯 すみかま
閑中燈
ねふりさめて誰かみるらむさ夜深くむかへる壁に残るとも 火
窓竹
かけたかく生そふ竹 なほき代 まとのまなひにうつして みん」
旅泊波
ふる里に へる程なや浪をしくうきねの床のよるノ‐、の夢
述懐
夢の世に又たち帰るまよひかなれ覚にすまぬ山はなけれと
神祇
冥加ある人をひくとや神たちもわかたつ杣に跡をしめけむ
（五行分空白）」
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詠二十一首
杉原伊賀守入道宗伊（極札貼付）
○
○
宗伊は俗名杉原賢盛。応永二十五年（一四一八）生。満盛の養子。室
町幕府の奉公衆。足利義政の近習。連歌作者として著名。文明十二年出家、十七年（一四八五）十一月二十八日没、六十八歳。歌人としてもすぐれ、歌壇的地位も高かった。文明 五年将軍家百首の人数（続群書類従）、また同年詠じた自筆百首（三条西実隆袖書）が書陵部に現存する。小池一行氏の翻刻と詳しい解説が「杉原宗伊自筆『百首和歌詠草」について」（書陵部紀要詔、昭艶・３）にある。
掲出の二十一首和歌は、日吉社への法楽和歌であることの外、詠作契
機などは未詳である。成立年次も、「沙弥宗伊」とあるから、その出家した文明十二年（二月八日～九月五日 間。伊地知鐵男『宗祇』一九七頁）以後、その没する十七年十一月二十八日までの間としておき、後考を俟ちたい。
国文学研究資料館蔵（タ２・配）。やや濃い茶色、無地の紙表紙の左に
題篭を貼り、「わかひてむ書」と記す。その右側、表紙に直に「天文写本」と墨書（題策と別筆）。なお内題はな 。縦二五・○、横一七・五糎、楮紙袋綴一冊本。一面六行、墨付十七丁。見返し中央部と 一丁表右上部に「喜田図／書之印」と朱の陽刻。奥 の天文廿 云々は書写奥書とみてよい。
三和歌秘伝害
翻刻に当っては、改行の部分を一宇あきとした。また本文中の、や方
向指示の曲線などはすべて朱であるが、一々ことわらない。長短区々であるが、それも説明を省いた。清濁は加えず、文の終止の所に読点を打った。念のためにいうこと、翻刻文中に濁点のある部分は原文のままである（その墨色は本文と同じようである）。なお本文末丁は写真版で示したように、文台と思われる図表があり、それをめぐって縦・横 記述となり、忠実に翻刻できないこ は いが、煩を厭うて縦組に統一した。写真版と比較了承していただけ ば幸いである。
○
○
天文写本（直書き）わかひてむ書（題篭）
（以上表紙）
一女房の短冊の書様は如此なり、とをり題ならは題を書ましき也、又さぐり題ならは題は惣並のことくあるべき也、堯孝伝一短冊の書様、能替方之伝也」一オ
としのうちに春はきにけり裂二壗壊認、愛ニテ筆ヲ染ヌモノ也余ノ所ニテハソムル也但下ノ句ノ事也こそとやいはんことしとやいはん
こひしともいは鼻おろかに成ぬへし
心を見することのはもかな
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、裏画也
文明三年八月六日
お 草
な 花
し な
に と
あまのはらおもへは
かはる色もなし
秋こそ月のひかり
なりけれ
当座
1－－
オ
ｰ
一
ウ
一短冊を折てさぐる時も題を内へならしてさぐる也、又さぐりて後一自然寺へ行て詩の短冊に奇をよみて書には如此也
、当座ニテモナキハ如此密也
文亀二年七月廿五日
、当座ノザンジ’一ヨミタル’一ハ如此モ替也
文明三年八月六日
、猶一段トサシャゥナル時如此書也
文明三年八月六日
寄雲恋
明応九年四月廿五日
わすれすは人もや
いてシなかむ
程は雲井の
ゆふくれの
らむ
そら
頼数 当座 早卒 卒永
ｰ
三
オ
L_＝
ウ
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も又書ても題の見えぬ様に内へなして折也」三ウー短冊を六位の者摂政家にて書には姓を書也、姓とは氏也、一条殿
ノカネタウ
御会に秦兼任と書たる也、此兼任は随身に 侍一短冊を草木に付る事木にも草にも寸法はなし、草にはむすび付る也、但萩などの長きには」四ォむすばてながさまにして付る也、同木にもむすびてもつけ又は水引にてとぢて上のむすびめを又木にもむすび付て置也、何の枝にもくるしからすと雅俊卿御伝也、東なと申は下より一の枝にと申也、上に人の たへの宛所はか塾ぬ也、何共か易ぬなり、事書なと」四ゥをは事によりて可書也、返寄も返しと書事あるましき事也、かシざる の也一短冊をっ騨みて人のかたへくばる事異儀なし、引合又杉原にてつ蕊む也、上に誰殿と書也、貴人へは御名 か参ぬ也、等輩の人、已下へはかくへき也、又一首二首とはか易す」五ォ寄をよみてつかはには此方の紙にてつ易みなをしてやる也、此方 名をは下 か易い也、但人のかたより ぁみてくれたる紙にてつ塾みてやりてもくるしからさると二楽院の被仰候也、っシむに口伝あり一女房の一首の懐帯は題と名をはかぁぬ物也、」五ゥ但名人に成ては短冊なとにも名を書事もあり
梅かえにきゐる
うくひす春
かけて
なけともいまた
一
臺含あ
さ いの光
ち へ て三豊ふ た シ 首孝や 夜 つ f窪伝ふ は らる そ む た需也
き ふま 月 く な書六つ
ゆぬけちを もひ様オ ＞
ふる のゐや く
のへ
そてのしら
つゆ
たまかつら心に
か弾る
おりふしはふきくる
風も
なつかしき
かな
むしのねにをきこそ
（ママ）そはれ」六ゥ
ゆきはふり
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是は東将監頼数妻也
一同女房の三首の懐帯の書様一条禅閤ノ御伝也」セォ
見わたせは山もとかすむ水無瀬川ゆふへはあきとなにおもひけんきくやいかにうはの空なる風たにもまつに音するならひありとは」セウ岩かねのとこ あらしをかたしきてひとりやねなむさよの中山
一女房の懐帯がみは本式はうすやうのかさね也、田舎なとにては事をかく間引合を一重にしてそと金銀をちらして可書、五首十首の時
＼
は」八オー枚也、それは題もあるへき也、雅俊御伝也
一女房の懐需をは巻て男の懐帯の上にゆい付て置也、又女房の懐帯の裏に会はてて後に名を書て置事もあり、是は女房の懐帯多き時の事也、又つけ紙をして名をも書也一八月十五夜詠二首和歌」八ゥ
参議雅俊
海辺秋月
月ならて名にやはたシむしほかまの浦のけふりは
こよひはれつ湧
寄月述懐」九ォ
おもかけのかはらぬ月よとはかりやうき世の中に心のこさむ
一詠庭松和寄
栄雅
つたへをく二つの」九ゥみちにまよふなよにはのをしへのまつのことのは如此書時上と下とを横によみて不吉になき様に書也、しにけりなとシかしら 字下の字のっ豊かぬ様に書也、口伝すへし」一○オ
ー詠五首和歌
栄雅
山家春
さそひてもいつちゆくらむ山にてもなをうき風の花に吹なり」一○ゥ
山家夏
たかさとになかめてかまつ郭公夕ゐる雲の
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軒になく声
山家秋
人もこす月もいている」ニォ
飛鳥井殿ハ此ツキ目一二行カクナリ（この行の上に朱の縦線を引く）
みねちかみ松のとほそに
能魯かたニハ如此二行カケテ笹事ロ伝也
影そすくなきけさはまつ柴おりたかてむかひ見るやまのいくへや雪もくもらす」ニゥ
山家雑
宮こをそにしの空とはおもひやるこ蚤 小倉の山さとに弾て紙のつき所の事口伝する物なり、一詠方便品和寄
栄雅
其智恵門
いかにせむみやまかくれの松の門たつね入へきみちもまよはこ一ニゥ
懐旧
なけシとてもよほしかほの
山家冬
五首も七首もおなし」｜ニォ
月日かなわすれぬこその春のわかれを
これは東山殿様の一周忌の御追善の也、是にて可心得也三三オ
ー春日同詠三十首和寄
権中納言藤原雅世
二楽軒ナトノ親父也
春七首
初春霞
朝日かけにほひそめぬる霞より春の色こそあらはれにけれ
題」一三ゥ
一同といふ字を懐需に書事は我よみたる奇を（華醍がと同心といふ心な
り、然に我一人よみて人に点なと申には同といふ字 鴬ぬもの也一懐帯の裏書ははしつくりのかたのうらなり、たとへは如此たるへし
、
明応九年四月廿九日会確率嘩地崎幽次にても
、
明応元年十月十八日和歌 》緬馳唾月次和野
一五首七首の懐帯をも常の一枚紙のことくとづる也、十首迄はとづ
ると二楽院被仰候也」一四オ
ー硯文台の置やうの事、硯をは又台の上 右にをき料帯にても又短冊にてもをかは左にをくなり、水引はひきたいの下にむすひて入てをくなり、短冊をは上をはっ勢まいものなり、百枚五十枚ともあ
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〆
ら爵
貝ギ
￥4
／ 、
聡鴎
、詞単
一文亀二年七夕の会五日より短冊をくはられて七夕に披講あるへき
（虫損）
処に二楽隙の入□ふりて九日に披講ある也、大かた如此なり、口会 らは例式上下を二所ゆひて置なり、少あらは一所巾をゆいてをくなり、座敷にをき所とてさたまらす、但床又はをしいたにても又下のた易みにても見合てをくへきと云々、机にむかひて物をかくやうに置なり、たとへは如此也」一四ゥ惣して晴の会の文台と物に書たるは硯箱のふた也、其子細は文台あをのけて」一五ォをく、うっふけてをくと云々、二条家にはあをのけてをく也、又冷泉家にはうっふけてをくなり、これにておもふ 足の四シある文台をあを けてをく事あるましき事也、此晴の御会の文台は硯箱のふたなるへし、但 ふけたる事も一度先祖にある問うっふけたるもくるしからすと二楽被仰候也、さ ながらあをのけたるにはをとりたると云々三五ゥ所其門庵也
、短冊ニテモ又、料需ニテモ愛二可腫卜
云々 硯
前
、裏書は文亀二年七夕、とはかりあり当座とはなし」一六ォ
（一六ウは左中央に、文台があり、その中央に短冊が置かれている図示がある。その側に説明文がある。また文台の三方にそれぞれ歌人たちの位置や説明が記されている。その方向通りの印刷は煩を厭うて行わず、それぞれの説明文の位置を簡単に示してすべてを縦組としたが、写真版を参照さ たい。）
ｊ
③桐
、巻頭也二星逢
¬
、、
ヲ ノ朱風
キヲ墨吹
候ヲ ト ヲ
也モ必ト
シ．モス
ニ 間
御
②
（↓向） あまの原しはしなあけそ玉てはこ
この星のあかぬこの夜を宋世
②、持明院、三番目ニョル也
、右兵衛督基春
、江南院、二楽ノ （
ヲセラル、也
、四番メニ
ョレ肘旦 寄斗発声
へ
尚④
ー
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③祭主、七番メニョル
講頌衆ヱヒ出塞
、宣緒、貞遠鯛鑪
、六番メ’一
ヨルナリ、三首
披講過テノキテヱンニ座スル也
読師、今村左京亮康通也、扇ヲ
ヌキテ置参也
、二番メニ参也
楽人也
講頌衆也時浄尺八
、墾披ヲ吹テテゥシヲ吟スル
ナリ、五番目ニョル也
扇ヲ左ノ手二持テョリ持明院、江南へ、礼ヲシニ御ヨリ候也
④、一番二御ヨリト也
、二楽院読師也但
発声ヲモ・重役ニセラル掻也
墨付澪十八丁」一六ゥ
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ブ 蕊鼠 患蓬:垂f壷堂些皇雪
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天文廿二年二月廿日
主土屋丹後守（花押）」一七ォ○
○
内題なく、直ちに短冊の書法に入っているが、末尾に「墨付帯十八丁」
とあるのと考え合せると、冒頭が失われているのかもしれない。短冊の書法の後は懐紙の書法や会席作法、硯文台の置き方などを一つ書きで記している。飛鳥井流 ものと推察され 室町期に多くなる短冊懐紙認め様、会席作 に関する書 一つである。伝本としては、慶応義塾大学図書館蔵「這遙院殿読方」に合綴された「飛鳥井家読方口伝」（江戸後期写）の後半がかなり近 内容を持っている。いずれの時期には、この類の書の整理考察 為されねばならないが、その一つの手掛りとして 古写本である資料館本の翻刻を試みたので 。
奥書にみえる道久、土屋丹後守については未調。ただ明応九年六月上
旬、飛鳥井雅俊は土屋越前守続成の所望 拾遺集 写校合を行っているが（「国書遺芳」所掲）、この一族であろうか。
「古今和歌東家極秘」と題篭のある一冊本がある。中田剛直（現、光
子）氏蔵、写真版による披見では、江戸初中期頃の写本（袋綴）と思わ
祭主道久自筆之本懇望仕令書写之者也四「古今和歌東家極秘」ｌ紹介１１
れる。一面十一行墨付百十丁ほどの、かなり大部な本である（マイクロ資料目録６に掲出、紙焼写真本番号はＣ六○六四）。
内容は、一口にいえば、東家流の歌道伝授書で、興味深いものの如く
である。昨今の学界でも古今伝授についてはかなり関心が高まりつつあるようであり、専門家による本格的検討を窓意する一手段として、項目列挙とい 形で、内容をあらあら紹介しておこうと思う。
初め十五丁ほどが第一部を形成する。冒頭の部分を掲出してみよう。
身清＆菓実△影像八一律和声神代歌舞律声也天与同漢根本呂声也一三人作者津国石見乎一住吉岸忘草柾講一隔句といふ事読方秘事也口伝云梅か枝にきゐる鶯春かけてなけともいまた雪はふりつぁ此寄きゐる鴬なけともとつ鼻くへきに春かけてと句をへたて豊中に入るは隔句也余可准之隔句をしらては寄不可読 云々一正垂禮鐸趣啼神一師弟之問に文台あり師は西に向香をたきて心をすまして外縛印
（常か）
文明十年五月廿一日程申剋音縁口伝之分
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千はやふる我心よりなすわさをいつれの神かよそにみるへき我心といふは天照太神の御心也されは此こ塾ろに任するこ塾ろは今日の人のこシろも神のこシろに同よりていつれの神かよそにみるへきといへり此観に任して喝する事三返也一をか玉の事うは玉玉ほこなといふに同シ君に奉る所の鳥柴なれはほむ 心也奥義を用鳥柴の事うっらひはりなとは荻萩なとの枝につく御狩事禁中のまつり事の御ひまには又万民の望をもことはり給はんため也是神の和光の義也
以下、一つ書きで、「めとにけつり花の事…」「河名草の事…」「をか玉の木は内侍所なり鏡の事也」「河名草宝劒也…：． 妻戸神璽也 …」「よふ
アメワカヒコ
こ鳥の事…」「風躰 口伝の奇……」「天雅彦… ほのノ、の奇の事委
ミニヨコシマ
みえたり……」「古寄事．．…・ 身仁邪……」。以下次の如くである。
一今上皇帝延喜御門の御事也神南日能寄をさつけ奉るに又自奇を
と仰あれは桜花の奇を奉る也上の字を奉ると読也 両首又古寄に同
文明十年五月廿五日蛎午剋相伝為家卿素暹法師に伝受之儀号家説各々作之旨と云々
一稽古方寄道を稽古之義也方とは四方四角なる様に稽古のみち
はう也惣而は法度のはうの時は法也用之
とあって、以下また一つ書きだが、上に示した二つの年月日は前にかかるのか後ろにかかるのかはっきりしない。が、前のを受ける感じだ。
さて、上記の「稽古方……」以下の一つ書きを列挙する。冒頭の語句
のみ示す。「情新とは此心はしめの心也」「心直とは」「詞旧とは三代集以来後拾遺等まての詞を用」（四ヶ条略）「百人一首の事三代々勅撰の内題不知の事」、次に二ケ条あって、．句之文之事」、その末に
文明十年六月五日程午剋
すぐ続いて「文武人丸立田河の寄也」「をか玉の木の事榊也是神の性也これを御正躰と号其旨明也巨細口伝也」（十二ケ条略、三烏などを含む）、続く部分を掲げる。
一授寄之事親の寄疎の奇とてあり
梅花それともみえすと云て久かたとつ鼻くは疎なりほのノー、と
いひてあかしとつ塾けるは親句の寄也是等此類也心にをきて親句疎句と云説ある歎
一氏数の御詠は思ひ入なんといひて木の葉ちるとっ湧ける詞乱句也されと心は親たるへき歎又相続の義如何是疎句の奇なり一古今題号之事……三代集の 日月同星の三に つと云々
文明十年六月十五日午剋
一号題之事……
以下、「土台之事」「巻頭之事」「恋部五巻之事」 みたりのおきなの事「物名之事」「誹譜之事」「巻頭の事」「印究之口伝之事」（この条の末に「印究之事身足之事堯孝法印六日世去四日に伝受畢と云々」とある）などを含む十六ケ条があり、「長野の事延喜御製也口伝」云々の一 があって四行ほどの空白を残して終っている。
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次は第二部ともいうべき四丁で、上記と丁を改めて、まず
古今和歌集見聞愚記抄
（ママ）
一やまとうたは人の心をたれとしてよるつのことのはとそなれるけるといふは題目の詞なり世中にある人といふより奇の義は立也（下略）
とあって、以下、一つ書き十五条。「此集に始末とたつる事在之」「短冊を花に付る事」「風躰之事」「俊成定家就此道父子相違事有之可思慮事非
亜之亜
一歎」「身仁邪奈久他仁慈乎与是も天子の御心也・…：」「後撰集は独立集也……」などを含み 幽玄躰といふを可得事……」に至る。次の第三部は、上記から改丁し、まず「古今和歌集之大事素純」と
端作りある二十八丁ほどの部分で、素純へと伝えられた切紙の 成か。この中がまた幾つかの部分 分けられるが、まずは切紙 二通で、
一をか玉の木の事ウハヵキ三ヶ大事ノ内
をか玉の木の事家々之義まちノ、なり……
以下、「めとにけつり花の事」「河な草の事」「重大事」「三鳥之大事」「吉野の山の桜の事」「風躰口伝奇」「天地人之野之 ほのノ、の奇の事」「古寄之事」、最後は、
十二奉授ウハヵキ去口
今上皇帝和寄神南日能蛾騨潅寄
延喜三年十一月二十一百紀貫之上
とあり、次いで「私古今伝受時守之事」等が 。そして次に「切紙の
上口伝」として、上記「をか玉の木の事」以下の口伝の部分が記されている。末の部分を掲げておく。
士一土台此集の土台也是より奇を授る事はしまるなり人丸文武に道を授奉りて此寄を申也是を知て貫之延喜へ神南日の奇を奉授也就論言上桜花奇とはさらは汝も以自寄可申由之総言によりて桜花の奇を授奉ると也此後万葉はありながら大様の物なれは自撰奇の御沙汰をと思召立所自是起な 一部の土台と習之也以上十二通
常光院二条家切帯畢
（ママ）
次に「Ｏ当家自為家直に相伝之分壼鵠八通」とあって、「号題之口伝」「御賀玉木」「妻戸挿花」「加和名種」「玉ナヒシ所（以下）」「婦名負鳥（及
び喚子鳥・百千鳥）」「賀茂祭寄之事」「名題之事」まで。更に次のようにある。
一高伝書
授阿古子和寄
サキ
桜花開示気良之毛
延長元年四月八日貫之
私曾加此書一通又書一冊号鶴醒伝又書一通輻饒擁也
ゑいほう三年正月廿九日藤原基俊にしるところならひに文ともさつけ畢
前の切帯三内宗祇は三鳥を二通にして相伝也
なお三鳥の事、三鳥重之口伝がある。
次は「古今伝受次第」で、
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清濁談議伝受口伝切紙奥書但依人依時儀之由可心得也
とその順序が記され、周知の、常縁が宗祇に伝えた文明三年八月十五日および五年四月十八日の奥書ほか また伊勢物語の説を伝えた文明四年六月廿九日の伝授奥書が掲げられ、次に「当家三鳥口 」として一つ書き十二ケ条（三鳥の事や「花つみと云事」「序の大事」「巻頭の奇」ほかを含む）、「稽古方之事」六ケ条があって 文明十年六月五日程午剋」とある。この年 日は第一部にみえ、中に「一句之文の事」などは同様ものがみえている。
次に未来記の事などを含む一つ書き八ケ条がある。中に百人一首に関
わる三条があるから記しておこう。
ス
ト
ク
ー百人一首号清角抄何にも角は二あるなり道諸方両様同習抄
なるによりかく云也口伝也一百人一首に随分上手のいらぬは数さたまりてつまれは也又それノ、のゆかり 作者を比する也一同抄に人丸ほのノ＼なとのいらぬ事衆鳥遊同林義也さまかはれとも同秀歌と云々
次の一つ書きは「伝授寄之次第」で、基俊↓俊成、釈阿↓定家、定家↓為家、為家↓為氏、為氏↓為世、為世↓頓阿以下、それぞれ授けた和歌とその年月日が記してある。頓阿まで、「図書寮典籍解題続文学篇』（一九○頁）に掲出されているから、その後を記しておこう
授経賢和奇
春立と云斗にや三吉野の
貞治三年四月廿一日
頓阿
授尭尋和寄
霧たちて鶉なく也山科の岩田の小野の秋のゆふ暮
応安五年六月一日経賢
授堯孝和寄
前寄
応永十年正月十日堯尋
授常縁和寄
百舌鳥乃鳴彼志の立枝能薄紅葉哀波深秋乃色賀那
享徳三年十二月廿七日堯孝
授頼常和寄
極楽は伊賀斗那留光が天今夜乃月之空が澄覧
文明十年八月廿一日常縁
授素純和寄
天能原思遍波賀波留色毛那志
文明十四年正月十日頼常
次に「伝受次第二条家」という簡単な系図があって、左金吾から俊
成・定家……頓阿……堯孝経由で常縁ｌ宗祇ｌ素純（なお素純は宗祇の左側にも記されている）が記され、次に「伝受次第当家」として次のように書かれている。東家流の系譜である。
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次に「題之事」（十二行の記事）がある。
次は第四部と称すべきであろうか、十三丁で、冒頭に「僻案重口決見
聞」とあり、一つ書きで、「古今両字之事」等三条があって、次に古今集歌六十二首の解である。冒頭を掲げておこう。
袖ひちてむすひし水のこほれるを春たつけふの風やとくらん
三時うつりかはりて氷をさへ吹とく風の端的に古をしるの心也いつれも物にとシまらぬ所也と参まらぬ心あれはむつましき時をも着せすすさましき折をもなけかすしかれは 中にむすほ参る皇所もなくて心を安するの理也是尤奇人のとふへき所也いか も此ことはりを工夫して身心をまかすへき事とそ
抜かれている歌番号を掲げると、二・六・七・一八・二八・三○・四一・五八・六一・七○・七七・八二・八五・九四 九五・九七・九八・二一・一二六・ 四 ・一五二・一六○・一六三・一八四・一八九・一九一・二○八・二一六 二二三・三二三・三三七 六六・三七六・三八八・四五四 四六五 四六九 四 四 四八四 四九八 五○八 五五○・六一九・六六九・七○二・七六一・七七三・八○五・ 四 ・ 五一・八七四・八九一・九○○・九○三・九四六・九五四・九 ・九八
○ｌ左金吾’五条三品上皐極黄門ｌ中院亜相Ｉ素暹Ｉ行氏１時常１１氏村ｌ常顕ｌ師氏ｌ素明ｌ氏数
黒癖業純
Ｉ常縁
七・九八八・九八九・一○九四・一○九七である。末に「一、此抄をは小点之抄共戒門共自記共又高記共自記といへるに其心侍へしとそ可受師説」とある。
第五部は次の十二丁。「古今集少々安秘抄トモ号ス」とあって、上の六
十二首（三三七を除く六十一首）の別説である。和歌は全形でなく、初二句程度が揚げられて説が示されている。最初の一首は、
袖ひちてむすひし水のこほれるを
随時持身心即優喜不相着也
で、若干長いものもあるが、概し 短い。
第六部はまず「三部書口伝」と題し、三部書のほかの書目解説、また
切紙集成を含めて三十八丁。まず「詠歌大概」「百人一首」「未来 」「近（代）来秀歌」「詠寄一躰之内」「愚問賢注」「伊勢物語口伝自松月庵相伝の分伊勢物語の分説也」がある。
次は古今集に関する秘伝で、「出題之内雑始雑中雑終」「古今短寄事」「同集廿巻奥寄」「短寄事」「同集誹譜事」「みたりの翁の事」。次は一つ書きで十八ケ条あ 。多くは古今集に関する秘伝だが 中に
次の如きものがある。
是宗順伝一百人一首に清角抄といふ題号あり是為氏卿の説此心は一切獣の角は一ある物也此百人一首道と読方とをかねたれは題号すといへり清はほめた 心一花の色はあはれなり我身のはてや此両首にて小町か一期ははてたると云々是又宗順之伝
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次に「切紙上口伝」として、まず、
一をか玉木事片野のみかりに鳥を付てたてまつるとしはと云木と云事烏を付といふ故也鳥は玉しゐの鏡を付たり是表の義なりと云々畢寛重の大事の時内侍所に比する也舗職癖緬錐駝埋はを用
以下、「十二此切帯土台といふ也」まで十二通の切紙、項目は前（第三部）にあるものと同、内容は繁簡の差がある。
以下は、一つ書きで、「一」とあるものを単純に数えると約百ケ条に上
るが、ほぼ古今集を中心とした事々の秘事で、切紙や口伝筆録の如くである。初めは
一隠名作者延喜御歌
（ママ）
折つれは袖こそにほへ今朝きなきまた旅なる
（ママ）
立田河錦をりかく時鳥なくや五月かりとものおもひみたれていつはりと思ふ物から
短歌
あふ事のまれなる色に思ひそめ
以上七首
以下、幾つかの条について記しておく
（東家）
一私家義富士山煙事二条不断冷泉不立と各子細被申立難然私家と両家別れぬ以前中院亜相鶴家奉相伝間両義共用侍由口伝也……然而私家両義用るといひなから代々氏村已来二条家門弟と成て二条流義を面に立間不断用也されは冷泉不立は無本意歎然共家義不立
にもそむかされは私家に一義を立云々口伝云彼煙立不立をはいはて思はなくなると云也煙不立は思無心也たとへは富士の煙 枕詞のよしに用也……
などともあり、また「十八首秘寄事」としていわゆる内外口伝歌廿四首（とその解）がある。念のため初め一首を掲げる。
春寄
桜花咲にけらしも足引の山のかひよりみゅるしら雲
此寄は表裏義無之よみ方肝要也
この次に「延喜御製事」がある。
一延喜御製事先人心しるしに被付本以写之宗祇申所奇数少可用之但又不可弄
として、古今集三二・二二・一四一・一八七・一九一・二四五・三一四・四八五・五四二・六四二・七一三・七五九・七六四・一○○一（以上、主として初二句）が掲げられている（上記のよ 多い）。またいわゆる「表裏歌」について若干が記されている。
此集表裏の奇のうち
一桜花とくちりぬとも此寄は後の世をかけたる朋友夫婦もうつる
ふとなれはすさましく冬の水夏の火にむかふることき世のさまを風する也
の如くである。「第廿巻事」ほか「身足三足なと申事は…… 「号題之事安子伝」「歌躰名共」（幽玄以下十体の名を挙げる）、 事道暁伝」（大坪道暁であろう。他にも若干みえる）「直子事」「 代集見様」ほかがあっ
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て巻軸に至るが、終り三ケ条と奥書とを掲げておく。
一よしや世中の歌にてあやめもしらぬきくの白露をかへりしる心有之思ひさとるへし一新古今撰給なんとて千五百番の歌合御沙汰ありし事は古へ今以前寛平御時道にすかせ給て歌合なとありき又人々に歌めしける其例とそ一入ほかと異風の奇の猶めっらしくせんと する事に侍る也難波江に生るのみかはをしなへてとよあし原も霜枯にけりかやうの趣也
み
むオンコッキ
近奇なれと書之と云々あはれひかなしふ御国忌但現 はみこつ
ロ（字体不明）
きと書也おつるもみちは真せいをくらさん
此一帖歌道之極秘口決唯授一人重事也頼常浅少愚昧問題筆舌事難計両神冥助者
十代道長翁平朝臣轆
○
○
以上、誤読も多いと思われるし、何よりも項目の挙げ方や抜出して翻
刻した部分が、本書の本質を示す所でない、片寄ったものになって了ったであろうことを恐れるのだが、しかし本書の内容のおおよそは 解してい だけるのではなかろうか。
簡単にいうと、本書は文明十年に頼常なる人物が東常縁から受けた口
伝を冒頭に置き、東家流の切紙を集成したもののようである。年次として最も新しいのは文明十四年六月で、なお別に「先人」という語がみえるが、これが常縁であったとしたら、その没した文明十六、七年より後
のものとなる。この書の中の、仮に六部に分けた各部の成立が少しずつ異るものであるから、成立年次といったものを明確に言い切ることはできないが、ほぼ文明中頃から末にかけてのもののまとまりではなかろうか。
さて、この書と相当部分共通するのが、鶴見大学図書館「詠歌口伝書
類」（巻子本。江戸極初期写か。国文学研究資料館「マイクロ資料目録』１所掲）である これは東家流（素純流）並び 宗祇流など 切紙を中心にまとめられ、一書を為した 、血脈（系図）に、「実澄Ｉ公明」（三条西公国）までみえるから、安土桃山時代か江戸初期までに成ったものであろう。切紙十二通・伝受嵜之次第（頼常まで見える 、また一つ書きの秘事口伝の中に、古今和歌東家極秘と共通す 部分が多いが 繰返していうように、鶴見本 は、宗祇流の部分もかなり多いのである。既に三輪正胤氏が「中世古今伝授史の一側面Ｉ″おかたまのき〃をめぐってｌ」（語文叢誌、田中裕先生御退職記念論集、昭弱・３）で指摘するように、文明十五年四月十八日付のト部兼倶が宗祇に授けた神道切
紙を含んでいる。 氏がその紹介をすると思われ で、ここでは詳しくは触れない。
「古今和歌東家極秘」では、その本筋の伝授資料である外の事にも、
注意すべき点 多い。例えば、小さ ことだが 「伊勢物語口伝自松月庵相伝の分伊勢物語の分説也」と るが、松月庵（正徹ｌ正広 流）の古典や歌道相伝が東家へも為されたらしいことが窺われ、伝授資料 殆どない松月庵流のそれが知られて貴重 あ また頼常は宗順からも口伝を
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受けたというが、「古今相伝人数分量」に名のみえる宗順の位置がおぼろげながら窺われる。この宗順も、上記道暁も、常縁周辺の相当注意すべき人である。
こういうことを数えあげると枚挙にいとまないので、ここではその伝
受者とされている頼常に焦点をしぼって記そう。頼常という人物は今まで殆ど未知の人と ってよかった。『図書寮典籍解題続文学篇三九一頁に引く、切紙十八通の最後の「十八伝受之次第」にある血脈 、
申呼隆公《以下鴫》
常縁
とみえるのみである。即ち常縁の門弟ということになる。この頼常が注目されるのは、「百人一首頼常聞書」 題する百人一首の注釈書が存するからであ 。こ 注釈は有吉保氏蔵（外に内閣文庫 墨海山筆」所収本がある）、有吉保ヨ百人一首頼常聞書』につ て」（「和歌文学新論』所収、昭逗で紹介され、有吉『百人一首全訳皇（講談社学術文庫 昭竪の中に かなりの部分が翻刻された。
「古今和歌東家極秘」によると、頼常は文明十年五、六月の候に常縁
から口伝を受け、八月二十一日には切紙伝授も完了して、「和歌 を授けられたのであろう。そして十四年正月十日に 常縁の子素純 「和歌を授けている。即ち常縁ｌ頼常ｌ素純という古今伝授の系譜が存することになり、本書の 授次第にもそう記されているの そしてこの書ばかりでなく、鶴見本や書陵部の切紙十八通中の血脈（系譜）にも、
既掲と同様にその名がみえる所から、実在の人物であったことは間違いないであろう。しかしその出目・系図上の地位は分らない。ただ上に記したように、文明十年八月二十三日……「先人病中也」とあるが、この「先人」が常縁で、この部分を記したのが頼常であるとしたら、「先人」とは普通亡父を指すから、頼常は常縁の子（または養子）ということになる。この書の奥書に「十代道長翁平朝臣」とあるのは頼常と考えるのが自
然であるが、常縁は自らを「八代末葉下野守常縁」と署している（文明五年四月十八日宗祇に与えた古今伝授切紙の奥書）・直系でいうと、常縁は素暹から八代に当るからであろう 。而 て書陵部「古今秘伝集」 東洋文庫「古今和歌集抄」、立教大学研究室「古今伝」の奥書に、祇説を中心として外の説を引いた旨を記 て、（立大本によると）「切紙以下各別也、是は賢兄頼数伝受畢大永三年等十月六日十代末葉素純在判」とあ
常歎
る。素純は「十代末葉」と「かりねのすさみ」外にも奥書 署 ているので、何故に頼常も 十代」云々 署したのか不審である 右 立大本奥書（全文は『中世歌壇史の研究室町後期』に掲出） よ と、頼常と頼数は同一人物（例えば初名を頼常といったとか）と推測もしたくなるが、それにしても伝授関係以外の資料にこの名はみえず、紙を受けたという血脈上重要な人物であることしか分 ぬ 問題の人いえよう。しかし百人 首聞書をまとめる程であり、今後 も、この「古今和歌東家極秘」の検討とと に考究を加え べき者であろう。
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